
開局のころ
JA5VE久樹 陸産

はじめに

横須賀クラブの5 0周年おめでとうございます。

私も横須賀に住み始めて2 5年になりました。

当時のサフィックス付与状況

私がアマチュア無線に出会ってから45年弱で、 JA5VE

と同時期に開局した1エリアの局はJA章E難になります。

またlエリアの電話級の最初の局はJA工C澱の後半。

5エリアではJA5N重です。

1エリアの2文字の方に比べるとかなり後の開局になり

ます。開局のころは、実年齢よりも10歳以上年配と見ら

れ、中学生を相手に南方戦線の話を始められるなど、難儀

した覚えがあります。

記述式の国家試験

私が無線を始めたきっかけは、中学の時に、先生に乗せ

られて最初の電話綾の国家試験を受けたことでした。

先生から渡さされたガリ版刷りのテキストを暗記して、

初めて施行された電話綾の試験を受け昭和3 4午5月3 〇

日付けで従事者免許を取得したのが始まりです。この頃の

国家試験は電諦級も筆記試強で、問題を読み、答えを書く

ための漢字の読み響きにも一苦労したことを覚えています。

このころの出来事として覚えているものに次のような

ものがあります。

重)初めての電話級と電信級の国家試験(重9 5 9年)

2)クラブ局の受付開始(1 959年)

3) JARしの認定局が運用開始(1 960年)

開局準備

「従事者の免許を取ったのだから次は局免を」と、これ

もまた先生におだてられて、開局準備に入りCQ誌の記章

を参考に開局のリグの検討を始めることになりました。

この時先生は合格者4名を徳島クラブに紹介したり、

「普通科(高校)ば定貝割れとなるから…・」と親を説き

伏せるなどいろいろ苦労されていたようです。

開局申請

どう考えたかは忘却の彼方ですが、終段807シングル、

変調器6V6プッシュプル、プレートスクリーン同時変調、

水晶発信(途中でVFO追加)、スーパヘテロダイン受信(高

1中2)、非接地ダイポールアンテナの構成で3.5Mcと7

Mc帝での運用を条件に3 4午8月に局免許の申請にこぎ

つけました。

新設検査を受ける時代

当時はまだすARしの認定制度ができる前で、 7Wの空中

線電力でも電波管理局へ申請して、新設検査に合格してよ

うやく開局できる時代でした。提出した申前審は以降重年

間にわたり何度か往復し、昭和3 5年8月になって予備免

許が与えられました。申請書が何度か戻された理由は「捨

印」を押していなかったためとのことで、チョットした誤

字脱字だけでも戻すことになったようです。

中学校のクラブ局中諦

個人局の申請中にクラブ局の申請受付が始まりました。

そこで先生の「JA5YAAをいただこう」という音頭の

もとに申請受付開始に合わせ、申請合を送りました。

結果はJA5YADになりましたが、初めての中学校の

クラブ局ということで何回か新聞の取材があったことを覚

えています。

この局はアマチュア無線に熱心であった前述の先生の転

勤とともに自然消滅したようです。中学では生徒だけで、

クラブ局を維持することは無理だったようで、今思うと、

JA患YAAが取れなくて良かっだと思います。

部品集めから新設検査の様子

このころの苦労は勉方では送信機を作るための部品がな

かII入手できないことで、通信販売か大阪や東京の大学に

行っている方にお願いして買ってきていただくなどの方法

によって入手していました。私もこの方法で、水晶発信器、

変調トランス、低電圧放電管、 VFO用のシールドケースと

いったものを手に入れました。

予備免許が下りて試験電波を出し始め、新設検査の日取

りが決まったころ、いきなり本免許で運用するJA陣しの認

定局が出てきました。

新設検査は四国放送の定期検査をした検査官により検査

が行われました。私は固定局で申請していましたので、検

査官が家にこられましたが、このとき移動局で申請してい

た局は私の家への移動命令が出ています。当時の移動局の

規定に「-体として無線設備を移動できること」が条件に

あり、これをテストされたようです。

いまは小型のトランシーバもありますが、当時は真空管

の時代で、どうしても大きくなり、送信機と受信機が別々

の磐恒になっているのが普通でした。自家用車を持ってい

る家も少なく、移動はけっこう大変で、その局もリアカー

にリグを積んで自転車で引っ張ってきました。

新設検査の日は徳島クラブの会長さんや前述の先生の他、

ローカルの数局が来てくれました。

検査はいろいろありましたが印象に残っているのものに、

次のようなものがあります。

1) vFOの安定度試験

検査官が持って来た発信機とのゼロビートを取り30

分間程度ずれないかどうかをチェック。

2) VFOのカバー範囲の妥当性

V FOの発信範囲が広すぎることはないかどうか。

3)スプアスの詞査

電波を発射させ、測定器を積んだ車で付近を回り、

スプリアスの状態を調べる。

このうち、 2)で「カバー範囲が広すぎる。すぐ処置で

きないようなら再検査する」との指摘がありました。

これはC Q蕗のオールバンドの送信機の記事に載ってい

たコイルの巻き数等の定数とパリコンの客室をそのまま使

ったため、 「3,5Mと7Mだけの場合には発信範囲が広すぎ

る」ということでした。来ていただいていたローカルの方
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局8

からバリヨンの羽を少なくするとカバー範囲は狭くできる

とのコメントをいただき、もう一局の検査中に処置すると

いうことにして、改めてその日の内に処置をして無事新設

検査をクリアしました。

無線検査簿にはこの新設検査の記録だけが残っています。

写真1はこの新設検査を受けた時からの変調器で、以降

50MHz用のリグにも使用し、昭和4 8年まで使用してい

ます。

写実2は石版印刷による最初に発行したカードです。

オンフレではないのが常識?

開局のころの交信は3.5Mや7Mでも水晶による固定

周波数の局もあり、相手局と周波数がきちんとあっている

ことはまれで、現在のように「この周波数は・ ‥局の周

波数・ ・ ・」という意識はあまりなく、交信が終わった局

を呼ぶ時も交信したい方の局を呼んでいたと思います。

呼ばれる方も自分の周波数付近を探していました。

その後、京都、東京等で間借りや、アパート暮らしとな

り、簡単にアンテナが上げられる50MHzのみの運用に移

ったこともあり、横須賀に来てHFを再開した時にコール

した局から「周波数を合わせるように」と言われてとまど

ったことを覚えています。

50MHzにQRV

昭和3 8年に京都で間借りすることになりました。これ

が6血を始めるきっかけとなりました。このころの6血の

様子を少し紹介しておきます。

アンテナがなんとかなるバンドはということで、 50

MHz用のクリヨンを作り受信してみたところ数局の交信

が確認できました。

交信の方法はOQを出した局は最後に「50. 1Mから

50.6Mの問を低い方から〇 ・ ・」のようにバンドのどの辺

りをどの方向に探すか、をアナウンスして受信に移ってい

ました。

これは局数も少なく、ほとんどの局は数個の水晶発信器

で運用していたためのことで、数100K田富離れた局同士の

交信も日常的に行われていました。

写実3はこれならなんとかなるということで、 50MHz

の運用のために作った50MH肇の送信機で変調器は前述の

写真重のものです。

左上のソケットが水晶発信器のソケットです。ケースは

トヨムラのTEC-6 (キャリアコントロールのAM機)のも

のです。

この送信機は昭和39年に使い始め、ドライブ段をトラ

ンジスタに置き換えたり、VFOを使えるようにしたりの変

更を加えながら、以降10年間使用したリグです。

これからのアマチュア無線の魅力?

開局から6皿バンドを始めた頃を思い出しながら書いて

みました。

今は、メーカ製のリグが自作するよりも安価に手にいる

ようになり、携帯電話磯という持ち運びができる通話用の

無線機が免許を持たなくても持てるようになりました。 音

また、不特定多数を相手にした通信手段としてはインタ

ネットなるものが幅を利かせるようになりました。

掠り返りますとアマチュア無線の魅力と言われていたも

ののうち、 「自作の楽しみ」、 「知らない人と会話する楽し

み」、 「移動しながら通信する楽しみ」といったことには代

替手段が出来ました。

横須賀クラブ4 0周年の時は携静電話普及の前で、ハン

ディー機の魅力で若い方をひきつけていたと思います。

これから「何を魅力に若い方をひきつけるか」が課題の

ようです。

6 0周年の時にその答えを見ることができるのでしょう

か?



ハムのきっかけ-ハムのたまご一開局当時

の想い出

JH「OHZ 片倉由一

小学校入学頃までは我が家にはTVなどというものはな

く、もっぱらラジオを聞きながらの一家団らんでした。こ

のラジオがなかなかの櫨iFiでした。父の友人でラジオや

電蓄を作るのが趣味の方がいて、その方にお願いして作っ

ていただいたものとのことで、短波放送も受信できる横行

スケールパネルがある2バンドラジオであり、電蓄用のオ

ーディオ入力があり、厚いアルミシャーシー剥き出しの頑

丈さと性能一本槍といった感じのものでした。出力は6V

6プッシュプル、アウトプットトランスや垣源トランスも

それ相当の大変しっかりしたものでした。真空管はGT管で

構成されていましたが、整流だけは8 0鮫のナス管が使わ

れていました。

白黒でVが我が家にも設備された小学校低学年以隆は、

もっぱら同を見ながらの一家団らんとなり、そのラジオは

私がもらいうげ、自分のラジオとなるといろいろダイアル

を回して特に短波放送を闘いたりしていました。小学校高

学年の頃だったと思いますが、短波バンドを聞いていると

「ワンD SWさん、、、」とかしゃべっている放送ではない電

波を受信しました。聞いていると応答している声からも「ワ

ンDSWです、、、」とやっています。当時はJAlの時代で

すからローカルQSOでは「ワン」だけで通じたわけです。

はじめはワン=湾とも考え、東京湾に関連した無線局かな

などとも思いましたが、話している内容が世間話だったり、

学生さん同士の話だったりで結梢おもしろかった。これが

私のハムのきっかけでした。昭和3 0年後半頃だったと思

います。

Nl砿教育テレビでアマチュア無線酷座なるものが始まっ

たのが昭和3 9年だったと思いますが、早速テキストを買

い込んで講座を聞き始めました。興味をもっていましたか

ら楽しいのですが小学校6年生の私には大変難しくてその

時は-旦挫折してしまいました。このテキストは昨年まで

記念に残しておさましたが、家財片づげと一緒に捨てまし

た。

昭和4 0年不入斗中学に入学し科学蔀に大都したとこ

ろ、先輩にハムを目指す人が数名おり、何人かで横須賀ク

ラブのミーティングにSⅧ.として参加しました。これが横

須賀クラブ入会のきっかけです。当時の先輩の一人が・

JHIBIJ,佐野さんであり、横須賀クラブミーティングで坂

本中学のラジオ研究会からSⅧ.で参加していたのが

JEIVQD (ex JHIDII)鈴木さんです。 SⅧタでミーティング

に参加していても無線の新しい話題や、必ずといっていい

ほど部品交換などがあって皆さん若々しくてわいわいがや

がややって潜徳楽しかったのを思い出します。当時のクラ

ブ名簿には最終ページにちゃんとSⅧ.の穂もあってかなり

の数のS町がいました。当時は深田台の町内会餌でミーテ

ィングが行われていました。

横須賀クラブ入会によって近所のO油ハム宅に出かけて

いってはシャツク見学が大の楽しみとなりました。中学1

年生になって電話級受験のため、いままでいったこともな

い中野まででかけ受験しましたが、 1/2露√しCをはじめ、

「式を示して解け」の問題は中学1年生の私には難しくて

最初の電諦級受験は「不合格」となりました。

高校入学昭和4 3年番に短詩扱合格、秋に電信扱合格と

なりましたが、横須賀クラブ登録上はなんとS博しを3年間

もやっていたことになります。

最初のリグは、高校生の無銭家としては小学校時代に自分

の物になったラジオを分館し、部品、シャーシー、電源ト

ランスをそのまま使い、ラジオではオーディオ出力として

使っていた6V6PPを送信都6V6シングル,変調6V

6シングルでアウトプットトランスをそのまま使ったハイ

シンク変調の3, 5, 7肥略の2バンドの送倍額でした。電

流計やツマミ類もシャーシーに裸状態で取付けただけの、

シールドもされてないバラック送信機でした。これでも2

エリアまで電波がとんだ時は大変姫しかった。受信機は親

類からもらったスプレッド付き船舶用5球スーパー短波ラ

ジオでハリクラフターS-3 8 Dが開局時のラインナップ

でした。アンテナは全長2 0m位のロングワーヤで電波さ

えでれば格好は気にならなかった熱血時代でした。
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『8J I YKF記念局10MHz

電信1 000局の交信と私のハムライフ』

J巨「」GY 斉藤正夫

はじめに

【先輩績氏に蹴鞠】

横須賀クラブが半世紀の良き年月、創立5 0周年を迎え

ることはアマチュア無線クラブの先輩諸氏が地道に活動し

続けた賜で有ります。クラブの一員として多くの先輩諸氏

の御努力に感謝しております。

【私のアマチュア無線の免捧取得経過】

今から数十年前の若き学生時代からになります。私はア

マチュア無線に興味を持ち続けていたのですが、ただ関心

のみで“どのようにしてアマチュア無線の免許を取得する

か録などの疑問を抱く車までにはいかすにいました。

就職し職場の横須賀共済病院内でアマチュア無線取得の

諒習会を当時関東自動車工業のJ A I EMQ坂元氏、 J E

I LES谷口氏、 J EI LXJ小島氏の各先生が無線給習

合を開催していただきました。私はその講習会で勉強し、

晴海の国家試験で1 9 8 5年昭和6 0年工2月に電話級の

免許を取得出来ました。翌年1 9 8 6年昭和6 1年2月に

J E I LGY局を開局し無線の楽しみを知ることが出来ま

した。

お教え頂いた先生方には深く感謝しております。

その後、前から電信に関心を持ち続けていたので翌年電

信級を取得しました。電信交信の仕方は先輩諸氏に手ほど

きを受け交信を始め、電信交信の楽しさを味わいながら数

年後に2級免許資格を待ました。そして和文電信も興味に

燃え、更に数年後1綾免許貿椿と取得免許は進みました。

【生涯の趣味を模索して】

アマチュア無線の趣味がここまで自分の趣味に入り込む

とは思っていませんでした。

今まで音楽、演奏、写真等を趣味にしましたがすぐに飽

きてしまい自分の物としての趣味には入り込めずに辞めて

しまいました。

しかし無線交信の楽しさは私を虜にさせ、更に無線電信

交信の楽しさを知り得たため、今後私の生涯の趣味として

楽しむ事が出来そうです。

【電信交信の楽しさを広めたい】

アマチュア無線の交信にはさまざま数稲の交信手段があ

ります。電信のトツートツーと雑音の中から聞き出す信号

のおもしろさは格別です。電信交信運用の人口数が減りつ

つある為、私の出来る力で微力ながら電信の普及活動をし

ようとしています。その一つに屯侶交信の愛好家の集まり、

J ARLのA lクラブの一員として電信の普及活動をして

います。

【無線の運用を飽きずに永銃きさせたい】

日々の生活の合間に、無理せず電波を出し地道に無線交

信を楽しんでいます。アワードも無理せずに少しずつ獲得

しています。コンテストも少しずつ楽しみ、私の基本姿勢

である“疲れるほどには無線運用をしていません∴

交信は電話と電信をその時の気分で楽しみ無線交信をし

ています。今後も開局以来と同じく 鑓無理せずに無線を生

活の隙間の時間を利用し楽しむ賀っもりです。

【8J「YKF局1OMHz置侶1OOO局交信】

2 0 0 3年の大きな企画の横須賀開国祭記念鴨別局の運

用で、私として『何かを目的に挑戦してみよう』と思い立

ちました。 1 000局の笹信交借を1 0MHzでしてみよ

うと思いつき、週末武山に週末登り電鍵を叩きました。

楽しみながらそして個人的に満足な誕念局運用サービス

が出来だと思います。たった1 000局かも知れませんが

私なりに楽しみを味わうことが出来て満足しています。

つまり“このような満足が無線交信を長続き出来る心得"

と私は思います。

【撫線をご指導頂いた方々に電謝】

多くの無線の方々とのおつき合いを頂き、多くの先輩

方々より無線交信のご指導を賜り私がここまで来られた章

に対し諾先輩諸氏に深く感謝しております。

【地域活動にも参加しています】

私が住む池上の町内会も防災組織がありその組織内に借

報班が有ります。アマチュア焦続を情報按として取り入れ、

災客時にアマチュア無線の活用が出来るよう地域の方と協

力し活動しております。池上町内会のアマチュア無線局J

0 1 ZWTも開局し充実を図っている次第です。

終わりに

【今後生涯の楽しみとして続けていきたい】

アマチュア無線の趣味は無線交信を楽しみながら無線仲

間として年令を問わずそして職業を問わず広い仲間とつき

合うことが出来ます。私はシルバーエイジになった後も変

わりなく無線仲間とのつき合いをするつもりです。

私のハムライフの運用場所は①家の中で②旅行先の宿泊

所で③見晴らしの良い高台で、等々の無線運用場所から今

後も無線運用を楽しみます。

アマチュア無線の趣味を楽しむ方々とのさまざまなおつ

き合いを通して、末永くJARL横須賀クラブの-貝とし

てクラブに参加協力しハムライフを楽しむ事に致します。

J AR L横須賀クラブの今後益々のご発展をお祈りして

おります。今後とも宜しくお願いします。
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